
床上浸水後の家屋への適切な対応 

＜衛生対策の５つのステップ＞ 

1. 泥やごみの除去 床下浸水でも水が残っていないかを確認しましょう。 

時間がたつほど水分が湿気となり、カビや異臭の原因になります。できるだけ早く作業に着手

するようにしましょう。 

●床下に水や泥などが入っていた場合、水を抜いてから泥を取り除く。 

 

 

 

 

 

 
 

床下に入るときは換気をし、 

2人以上で作業します。 

 

（泥やごみ、水が残っていないかの確認方法） 

 A.床下を確認する（床はがし）床下浸水でも必ず確認することをお勧めします。 

出典：震災がつなぐ全国ネットワーク 



 

壁材に関しては、工務店などに相談・点検し、撤去等のご検討をお願いいたします。 

注意！放っておいた床や壁はこうなる 

●浸水した床や壁を放置すると、カビなどが発生し悪臭のもとになる。特に断熱材がある場合は 

 早めに撤去しましょう。 

●一見何の被害もなさそうな壁も、中をのぞくとカビだらけになっていたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

B.壁材 床上浸水の場合、工務店などと相談し点検 

出典：震災がつなぐ全国ネットワーク 

壁をはがすとカビが生えている 

 

 

 

水が残って悪臭が発生する 

乾燥した汚泥も悪臭の原因に 

壁の裏側に生えたカビ 



注意！壁の裏の断熱材 

●壁の裏や床下の断熱材は水を吸収しやすいため、放置するとカビが生える。 

 

↑断熱材の取出し 

 

←水を吸った断熱材 

 

 

2. 洗浄 泥やごみが付着した部分は必ず洗浄しましょう。臭いやカビの原因になります。 

●けがを防ぐために厚手のゴム手袋、ゴム長靴（あればゴーグルをつけて目も保護します）、 

ほこりを吸い込まないためにマスクを付けて清掃に当たります。 

●（固い）床、壁、金属部分、調理台、シンクなどは水と石鹸（洗濯石鹸や食器洗剤）で洗い 

流し、泥や破片を取り除きます。 

●高圧洗浄機用いると効果的に洗浄できますが、その際はマスクを着用し換気に気をつけます。 

●浸水して洗うことのできない家具（カーペット、布製ソファー等）は撤去します。 

 

3. 乾燥 洗浄のあとは、乾燥が必要になります。 

  
出典：震災がつなぐ全国ネットワーク 



4. 消毒 床下は原則、消毒不要です。 
床上部分の消毒も 1～3の工程が不十分だと消毒の効果が発揮されません。 

5. 徹底的に乾燥 乾燥が不十分だとカビや臭い・腐敗の原因となります。とにかく乾燥を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：日本環境感染学会 一般家屋における洪水・浸水など水害時の衛生対策と消毒方法 



床下浸水後の家屋への適切な対応 

＜衛生対策の３つのステップ＞ 

1.床下を確認する 水や汚泥、ごみが残っていないかを確認し除去しましょう。 

2. 洗浄 泥やごみが付着した部分は必ず洗浄しましょう。臭いやカビの原因になります。 

●けがを防ぐために厚手のゴム手袋、ゴム長靴（あればゴーグルをつけて目も保護します）、 

ほこりを吸い込まないためにマスクを付けて清掃に当たります。 

●（固い）床、壁、金属部分、調理台、シンクなどは水と石鹸（洗濯石鹸や食器洗剤）で洗い 

流し、泥や破片を取り除きます。 

●高圧洗浄機用いると効果的に洗浄できますが、その際はマスクを着用し換気に気をつけます。 

●浸水して洗うことのできない家具（カーペット、布製ソファー等）は撤去します。 

3. 乾燥 床下の消毒は原則不要（洗浄した後の乾燥がとにかく重要です！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


